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Gentamicin感 受 性 検 査 に つ い て

土 谷 俊 夫・賀 屋 秀 男

日本大学駿河台病院中央検査科

日本大学駿河台病院中央検査科 に依頼 され た,日 常の

検査材料 よ り分離 され た,黄 色 ブ ドウ球菌,大 腸菌,緑

膿菌に対す る常用抗生 剤 と,Gentamicin(以 下,GNT

と略す)の 感受性を比較 検討 したので報告す る。

材料および 方法

黄色ブ ドウ球菌(以 下,黄 色プ菌)に ついては,膿29

例,喀 疾咽頭粘液14例,尿2例,計45例 につい て実

施 した。

大腸菌については,尿31例,膿9例,喀 疾咽頭粘液

4例,膣 分泌物1例,計45例 につ いて実施 した。

緑膿菌については,膿13例,喀 疾咽頭粘液5例,尿

例,計20例 について実施 した。

常用抗生剤 として,ペ ニシ リソ.(PC),ス トレプ トマ

イシン(SM),ク ロラムフェニコール(CP),テ トラサイ

クリン(TC),エ リス ロマイ シン(EM),カ ナマイ シン

表1き イ)

(KM),オ レ ア ン ドマ イ シ ソ(OM),ロ イ コマイ シ ソ

(LM),コ リス チ シ(CL),ナ リジキ シ ッ クア シ ド(Nd)

の10剤 に つ い て,3濃 度 デ ィス ク法 に よ り常 法 に した

が つ て検 査 した。 ま たGNTに つ い て は,2,5,10,

30mcg/discの 試 作 デ ィス ク と,寒 天 希 釈 法 を 用 い て,

O.19,0。39,0.78,1.56,3,12,6,25,12.5 ,25,50,

100mcg/m1の 濃度 につ い て,感 受 性検 査 を実 施 し た。

また3濃 度 法 につ い て の成 績 の よみ は(什)以 上 を 感 受

性,(十)以 下 を 耐 性 と して集 計 した。

成 績

黄 色 フ噛 で は表1(イ)の ご と く,膿29,喀 疾 咽頭 粘

液14,尿2,計45例 につ い て行 な つ た成 績 では,3濃

度 法 を 用 い て 行 な つ た常 用 抗 生 剤 に た い しては,KMを

除 い て は,い ずれ も半 数 あ るい は,半 数 に近 い耐 性 の 分

布 を示 した 。GNTで は,お お む ねO.78mcg/mlの 濃

度 で発 育 を阻 止 した 。 つ ぎ に,TC耐

性 株 で マ ク ロ ライ ド系,KMに 耐 性 の

例数
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表1(ロ)
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表2(イ)

態度 の異 なる株 のみを抽 出 して み る

と,表1(ロ)に 示 すよ うに,GNTで

は,3.12mcg/m1以 下 において発育 を

阻止 した。

大腸 菌 で はi表2(イ)の ごとく,尿

31,膿9,喀 疾咽頭粘液4,膣 分泌物

1,計45例 につ いて常用抗生剤 および

GNTに つ いて 比較検討を行なつた。

GNTに おいては,お おむね3、12mcg/

m1に て発育を阻止 した が,常 用抗生

剤につ いては,SM,CP,TCに 高率に

耐性の分布を示 した。そ こでSM,CP,

TCの3者 耐性株22例 についてGNT

との比較 を行なつてみる と表2(ロ)の

表2(ロ)
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ごと くな り,GNTに おいては 大部分

欝 翫12m㎏1m'に て発輔 止

緑膿菌 につ い て は,膿13,喀 疾咽

頭 粘液5,尿2,計20例 につ いて行

なつた成績では,常 用抗生剤 のCLを

除き,ほ とん ど高率に耐性 の分布 を示

した。GNTに.お いては 表3の ごとく

おおむね3.12～6.25mcg/mlに て発育を阻止 した。

,GNT試 作デ ィス クと寒 天希釈法に よる相関に ついて

黄色ブ菌20株,大 腸菌20株 緑膿菌10株 計50株

につ いて比較 を行 ない,図1に 示 した。大腸菌,緑 膿菌

にそれぞれ1株,不 一致 をみたが,だ いたいに よい相関

を示 した。

表3

1例 数 α7鵬 搦 翻a5}PCISMICPITCiKMICLINd

膿1304360137121212013

喀P因5004105254405

尿20.01102222202

計12・ ・1418Sl・12・}・ ・1・g/・8i・Sl・aV

結 論

日本大学駿 河台病院中央検査科 に依頼 され た,各 種検

査材料 よ り分離 した,黄 色プ菌,大 腸菌,緑 膿菌につ い

て,常 用抗生剤3濃 度法な らび にGNT試 作 デ ィスク,

寒天希釈法を用いて比較 検討 した。黄 色ブ菌 にたい して

は,常 用抗生剤の大部分に半数あ るいは半数 以上に耐性

の分布 を示 し,大 腸菌はKM,CLを 除いて比 較 的 高率

に耐性 の分布 を示 した。 しか しGNTに お い ては,黄

色プ菌,大 腸菌で,そ れ ぞ れo・78,3・42mc91m1に て

図1GNT試 作 ディスクと寒天希款注 による相禽 、
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発育を阻止 した。緑膿菌 では常用抗生剤 のCL以 外は砥

とん ど高度耐性 の分布 を示 してい るが,GNTに おいて

は3・12・y6・25mcg/m1に おい て発育 を阻止 され たoし

か しBLACK他 の成 績 に よる と,O・8mg/kg筋 肉内1

回投与 で血中濃度の ピークは4・7Pt9/m1に 達 す るとい

われ,今 後の臨床成績 の結論 を待つべ き と思われ る。・

BACTERIOLOGICAL STUDIES ON THE SENSITIVITY 

         TESTS OF GENTAMICIN

 TOSHIO  TSUCHIYA &  HIDEO KAYA 

Central Clinical Laboratories, Surugadai Nihon University Hospital

 Sensitivity tests using the three density paper disk of routinely used antibiotics, test disk of 
gentamicin and broth serial dilution method about Staphylococcus aureus, E. coli and Pseudomonas aeru-

ginosa, prepared from the routine laboratory materials at Central Clinical Laboratories in Surugadai 
Nihon University Hospital were discussed in this paper. 

 Staphylococcus aureus having an half or near an half of the tolerance spectrum for  routinely . used 
antibiotics in majority and E. coli shows high percentage of the tolerance spectrum for routinely used 
antibiotics, except for kanamycin and colistin. 

 Sensitivity tests about gentamicin shows hindrance of the growth of Staphylococcus aureus and 
E. coli with the density of 0.78  mg/ml and  3.12 mg/ml each. 

 Studies on Pseudomonas aeruginosa shows marked tolerance spectrum for nearly whole routinely used 
antibiotics, except for colistin but the gentamicin prohibited the growing of bacilli with  the density 
of 3.12  mg/m1 to 6.25  mg/ml. 

 We have a good correlation between the test disk of gentamicin and broth serial dilution method of 

gentamicin in the result of this work.




